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それは、 Aグループ(トヨ夕、 日産). Bグノレー プ〈東洋工業，三三菱，本田)，




3) 佐久間昭光「日本の自動車産業におげる移動障壁JIピジネスレピュー』第四巻第2号I 1981 
年9月。
58 (598) 第 137巻第6号



































的に唯一の生産拠点であったが， 60年代には lヨタは元町プラ Yト (59年 8月





























どを基礎として， γイドセレク γ ョγ化'"および「受注」生産化を実現する機
構〈多仕様量産機構と呼ぶ〉の史的分析である。周知のように， 65年にグヲウ
γ 〈トヨタ〉にわが国で初めてワイドセレクジョ γが導入され，その後， 70年
には数百万ものパリヱ-Va":/を有するセリカ f同〉が発売されるなど， 60年

















12) この点に関して詳し〈ば，読本和一『現代巨大企業と独占11978年， 159ー 179ペー ジ参照u










第 1表 トヨタの全銘柄 (l~'/O年〉
一丞
銘
用 車 | トヲヅグ・パス
日 l 民自年 l 的 同 l 止吉居
ク フ ウ ン 1~55年 トヨタトラッグ 1938年
コ ロ ナ 57 スタ ウ ト 47 
，<ブり カ 61 ラY ドクルーザー 51 
カ ロ ーラ 66 トヨエース 54 
センチ~リー 67 ダ イ ナ 56 
トヨタ2000GT 67 コースター 63 
マー グ 耳 68 ハイエース 67 
スプリンター 68 ミニエース 67 
カ り ーナ 70 J、イラックス 67 





































果.量産化も進展L，乗用車生産は59年の 3万台から61年の 7万 4千台へと約







































プ 」 上話 珪 ;jt fド三 斗;埼(シヨ 7ブ) 主要製造品等
ト ]応8'rfrAi油 59 60 61 
鋳造工務 19:;i(:ilj二
守 車社工場 1938il三




第 1組立工場 クラウン，コロナ枇1 。
ヌじ 第 1機械工場 。








第 4機械立場 クブウンエンジン 仁〉
第 1持物工場 。
現R
第 3機械工場 カローラエンジン1lL 。





持 1j機械工場 トルコンギヤ O 
熱処理工腸 O 
l 出 5機械工品 マークHエンγン1l!J. 。
tr; 2鋪物工場 クランクシャフト 。
第 3f~ 1，エJ易 7Jレミ鈍物 。。tis 6機柑工場 ノfフ+リカエンジン




械工場 イ吋初哨械部品 O 
軍 4掛物工場 シリングーブロック O 
昂 1組、r工地 カロ ブ幸且一札 。
高 市体工場 カローブボア-1也 。 ⑮ ⑮ 
岡~第ε Z 机 JL工場 カロー ラ，スプリンター 組立 。
仁;.i K D T_喝 CKD古Ilit，材料包
第 1機械工場 プロベ7 シャフト 。
第 2槽械工場 小物船捜部品 。
女子 fi 3機械工場 f口ペァシャフト 。
静物工場 アルミ鋳物 。
措械工喝 トフンスミッション 。
堤 車体工場 カリー ナ，セリカポj-'- 。
塗装工場 O ⑥ 


































































































































































































立工場には，各々月産1万 5千台の能力の 2木の組立ライン (Aラインは68年
3月， Bライ γは69年3月にラインオフ〕が設置され，カローラの急増産とカ
ローラスプり γター (6s:年 3月発売〉の生産を担った。その後さらに増加する
需要に応じるため， 70年までに第1，第2A，第2Bの各ヲインとも高速化がは






















































4 上郷プラ γ トの拡張






















工 場 エンジン型式，排気量| 主要搭載銘柄
上…吋 3V型3K型 1200 cc カローラ，只プDンター，パプリカ
第4機械 M型 2QQOcc I タラウ y
第5機械 7R型
8R型 1900 cc マー グ 1. コロナ
第百機械 2K型 1000 cc I パブりカ
第7機械 6R型 1700cc I マーク 1. コロナ
T型 1400 cc カリー ナ， -t:!J:1J 
2T型 1600 cc カリー ナ， ヒリカ
l師) fヨタ自工社内資料より作成。
第7図 ヒ郷プラント (19叩午〉










































プレλ ・ボデー，機械. アノレミした。第 8図にみられるように，組立・塗装，
鋳物の各工場から構成されていたo
~7ノレミ鋳物工場 (70年建設，) :アルミダイカストの専用工場であり， アルミ
重力鋳造と低圧鋳造に専用化された土郷第3鋳物工場とアノレミ部品の分業体制
をとったロ













これまでに述べた元町(クラウン， コロナ， コロナマーク耳)， 高岡(カロー












































第 3位の三菱の年産台数 (47万台〉は， トヨタの高岡プラント


















陣出融専 ~J霊i皇国 投計下(億資円本~I 土地(m面')積 建一問一一積一I台数機(台械)1金装額〈億置円>1宅美子 主要製造品
本社 010 0101010 392 1 3，258，000 698，0001 13，579 1 150 1 16，975 各種トラック
元町 010 0101010 31呂 1，243，000 581，0001 10，469 1 152 1 7，478 
乗用車〈クラウソ，コロ
ナ， ~-?II) 
知多 O a (151) 165，000 28，000 キ (86) (2，813) 鍛造品
上郷 O O O 538 861，000 4日50，000 8，932 402 4，396 エンジン， ミッション他
高岡 010 。10 313 1，355，000 472，000 4，341 153 5，753 乗用草ー (〉カローラ，スプりンタ
三好 O O 123 292，000 104，000 2，632 87 1，445 小フ物機械，ステアリ γグ，ロベラ、ンャ 7ト他














プラント|普始筆陣|霊相割引話端部 主 要 製 造 品
横浜 1935年 010 O O 279 530，000 8，570 部分品
吉原 43 010 O O 199 535，000 3，954 部分品
追浜 61 010 010 173 1，003，000 6，523 プレジデント，セドリック，プルバード
座間 64 010 010 238 772，000 7，098 
サユー，チ z リー，ダットサγ トラック，
ニ yサントラック
村山 66 O O 010 010 195 539，000 6，605 スカイライン， シノレピア， ロー レノレ， クリアバー，ホーマー




































トヨタ自工の工場展開 (621) 81 
第7衰工場展開からみたトヨタとフォードの比較
u 
挙吋プラント 元町一 k 郷 ts附 提トヨタの
1938午 1958年 1955!1 一 目前年 1966flミ 197口年工場展開
IG8")J台|1二Oi:Jrk大自)J台(1958) 年記1日万台一 05万台 年j庄G5IJf'l
トー
$ 1次回 l)fJ m 2次展開 出 3次J正IlIJ
複数のる鼠プ貫法ラ形生J態産ト械に1>歓プラ J トに
本前での 複数プラントによ石li!--ブラシトによる




ハイランドパクプラント ハイランドノH クプラント 現地組-，1_ハイランドノ日プラント]現地組立
フヰー ドの プラント リパー Jレジュプラ/ト プラント
1910~1ごー 1913'1'
]913年一 1918;1'- 1919年 1923年J)jJJii!1日
年庄 3JJff一 17))台 ゴrilR207J白 53万台 年産100万台一 212万台
11地I域集中型 121地域拡散型 131地域集巾型工場結合体





















ノレージュ・プラントが1919年に操業を開始l-.これらの 2フラ Y トを中軸とし
て，地域集中型工場結合体〈および地域拡散型工場結合体〉の複数累積化が進
行した過程である。
以上，フ rードと比較しながら， トヨタの60年代の工場展開の史的分析をこ
ころみた。この分析により，序で問題とした第2の点，つまり60年代の r.{1'r.企
業の乞産機構上の画期的変化に関する〔歴史的分析1の一部分は果たされたと
いえよう。すなわち， トヨタは.58年以前は単一プラントによる一貫生産機構
を有するにすぎなかったが.60年代をつうじてプラ γ ト建設をすすめ，複数フ。
ラソトによる一貫生産機構を確立させ，さらにはそれを複合累積化させていっ
たのである刷。この点に60年代における上位企業の生産機構の画期的変化を析
出することが可能である。と同時に，生産機構のこの発展の中に. 6日年代後半
期に確立された寡占体制の生産機構上の基礎をみてとることができるのである。
(1985年5月稿〉
24) 設備投下資本額(簿価〕でみると.60年.24億円から70年2.226億円へと拡大している。
